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①
浦
幌
町
字
東
山
町
一
八‐

一 

浦
幌
神
社
境
内 

②
大
正
十
四
年
建
立 

昭
和
二
十
六
年
移
転 

①
浦
幌
町
東
山
町 

浦
幌
森
林
公
園
内
東
山
山
頂 

②
昭
和
三
十
三
年 

①
浦
幌
町
十
勝
太 

十
勝
太
神
社
境
内 

②
昭
和
五
年
九
月 

 

①
浦
幌
町
川
流
布 

  

川
流
布
八
幡
神
社
境
内 

②
大
正
九
年
建
立 

昭
和
三
十
六
年
九
月
再
健 

①
浦
幌
町
恩
根
内 

 

貴
老
路
八
幡
神
社
境
内 

②
昭
和
三
十
二
年
九
月 

①
浦
幌
町
栄
穂 

 

川
上
近
隣
セ
ン
タ
ー
内 

②
昭
和
九
年
五
月 

   
戦
没
者
慰
霊
祭
の
ご
案
内 

      

来
る
八
月
十
五
日
は
、
七
十
八
年
目
の
終

戦
記
念
日
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
日
、
全
国
各

地
で
戦
没
者
へ
の
追
悼
式
が
行
わ
れ
ま
す
が
、

浦
幌
神
社
で
は
、
境
内
に
建
立
さ
れ
て
い
る

忠
魂
碑
で
戦
没
者
慰
霊
祭
を
斎
行
し
て
お
り

ま
す
。
浦
幌
町
よ
り
祖
国
の
平
和
と
繁
栄
を

祈
り
つ
つ
誇
り
高
く
散
っ
た
英
霊
「
一
二
四

柱
」
の
御
霊
に
感
謝
の
誠
と
平
和
へ
の
祈
り

を
捧
げ
ま
し
ょ
う 

日 

時 

八
月
十
五
日 

午
前
九
時
よ
り 

場 

所 

浦
幌
神
社
境
内
（
忠
魂
碑
前
） 

雨
天
は
浦
幌
神
社
拝
殿 

浦
幌
町
内
の
忠
魂
碑 

 
 

 
 忠

魂
碑
（
東
山
町
） 

     

平
和
塔
（
東
山
町
） 

     

忠
魂
碑
（
十
勝
太
） 

      

   

忠
魂
碑
（
川
流
布
） 

     

忠
魂
碑
（
恩
根
内
） 

     

忠
魂
碑
（
栄
穂
） 

      

や
す
ら
ぎ
短
信 

令和 5 年  
8 月号  

 

浦
幌
町
内
に
建
立
さ
れ
た
忠
魂
碑
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。
①
所
在
地 

②
建
立
年
月
日 
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夏
季
み
こ
し
祭
の
ご
案
内 

浦
幌
神
社
夏
季
み

こ
し
祭
を
四
年
ぶ
り

に
左
記
の
通
り
斎
行

致
し
ま
す
。
五
穀
豊

穣
と
あ
ら
ゆ
る
産
業

の
繁
栄
と
氏
子
皆
様

の
安
寧
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。
本
祭

後
に
は
神
輿
渡
御
（
み
こ
し
と
ぎ
ょ
）
で
本

神
輿
・
子
ど
も
神
輿
・
浦
幌
開
拓
獅
子
舞
が

各
町
内
会
を
練
り
歩
き
ま
す
。
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

●
宵
宮
祭 

八
月
二
十
六
日(

土)

午
後
五
時 

●
本 

祭 

八
月
二
十
七
日(

日)

午
前
七
時
半 

●
神
輿
渡
御 

八
月
二
十
七
日(

日)

午
前
八
時
～
午
後
五
時 

・
本
神
輿
・
子
ど
も
神
輿 

・
浦
幌
開
拓
獅
子
舞
・
千
人
踊
り
・
神
楽
舞 

氣
龍
画
開
催
（
日
幸 

知
） 

ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
奉
納 

日
幸
知
（
か
い
と
も
）
氏
に
よ
る
氣
龍
画

展
と
ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
が
去
る
七
月

十
五
日
～
十
七
日
に
社
務
所
と
社
殿
内
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
日
幸
知
氏
は
躍
動
感
の
あ
る

氣
龍
画
が
描
く
絵
師
で
全
国
各
地
の
寺
社
に

氣
龍
画
を
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
社
で
は

昨
年
に
続
き
二
回
目
の
開
催
で
展
示
会
に
約

八
十
名
、
ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
に
四
十

名
の
ご
来
場
を
い
た
だ
き
、
山
田
美
由
紀
氏

が
究
極
の
癒
し
の
楽
器
「
ソ
ウ
ル
サ
ウ
ン
ド

ラ
イ
ア
ー
」
を
演
奏
さ
れ
、
感
動
の
奉
納
行

事
と
な
り
ま
し
た
。
来
場
者
か
ら
は
「
コ
ロ

ナ
禍
か
ら
一
歩
踏
み

出
す
勇
気
を
も
ら
っ

た
。
」
な
ど
感
想
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
企

画
を
主
催
さ
れ
た
て

ふ
氏
は
じ
め
、
関
係

者
皆
様
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

手
水
舎
ま
わ
り
に
小
庭
制
作 

近
年
、
全
国
各

地
の
寺
社
で
手
水

舎
を
季
節
の
花
で

飾
る
花
手
水
（
は

な
ち
ょ
ず
）
が
Ｓ

Ｎ
Ｓ
な
ど
で
話
題

に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
度
、
当
社
で
も
手
水
舎
ま
わ
り
に

小
庭
を
制
作
、
七
月
二
十
八
日
に
完
成
し
ま

し
た
。
小
庭
を
手
が
け
た
の
は
、
帯
広
市
の

庭
師
「
に
わ
た
」
の
森
亮
氏
。
踏
み
石
に
は
、

大
正
時
代
の
旧
参
道
階
段
に
使
用
さ
れ
た
石

を
掘
り
起
こ
し
、
再
利
用
致
し
ま
し
た
。
今

後
、
水
を
か
け
て
吉
凶
を
占
う
「
水
み
く
じ
」

（
春
～
秋
限
定
）
も
設
置
す
る
予
定
で
す
。

全
国
各
地
か
ら
参
拝
に
訪
れ
た
方
々
に
少
し

で
も
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
と
存
じ
ま
す
。 

 発
行 

浦 

幌 

神 

社 

社 

務 

所 

北
海
道
十
勝
郡
浦
幌
町
字
東
山
町
十
八
番
地
の
一 

電
話 

〇
一
五-

五
七
六-

二
四
四
八 

 


